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アトピー性皮膚炎に対する「タンニン酸配合入浴剤」の効果を検証 
～ 汗中の抗原を中和しヒスタミンの遊離を抑制し、かゆみ改善に有効 ～ 

 
 

【本研究成果のポイント】 

広島大学大学院医系科学研究科 皮膚科 秀 道広教授の研究グループと株式会社バ

スクリンとの共同研究により、アトピー性皮膚炎患者がタンニン酸を配合した入浴剤

を 2 週間使用することで、痒み抑制効果があることを実証しました。 

タンニン酸は、汗中に含まれるアレルギーの原因物質（抗原）抗原



ませんが、体の洗浄後は必ず入浴を行うこととしました。医師にも患者にもどち

らにタンニン酸が配合されているか分からない状態でどちらか一方の入浴剤を 2

週間使用した後、1 週間の無使用期間を設け、もう一方の入浴剤を使用しました。 

 

評 価：各々の入浴剤使用前後における痒みの自覚症状を VAS（Visual Analogue 

Scale）で午前・午後・夜間に分けて評価しました。また、医師における「紅斑・

丘疹・苔癬化・落屑・湿潤」の臨床症状を、5 段階に分けスコア化しました。 

 

＜結果＞ 

 被験者の背景： 被験者は、男性 7 例、女性 14 例で平均年齢 37.0 歳でした。 

        アトピー性皮膚炎の重症度は、軽症 3 例、中等症 9 例、重症 9 例 

でした。 

 自覚症状評価： 軽症から中等症の患者において、「タンニン酸配合入浴剤」使用

時は「タンニン酸を配合しない入浴剤」使用時よりも夜間における

痒みが有意に大きく低下しました。 

         「タンニン酸配合入浴剤」の使用前後を比較すると、午後および

夜間の痒みにおいて有意なˡ化しました。

の痒み



* 患者や養育者が疾患の病態や治療の意義を十分に理解して“積極的に”治療方針

の決定に参加し，その決定に従って“積極的に”治療を実行し，粘り強く継続する

姿勢（アトピー性皮膚炎診療ガイドライン 参照）。 

 

 
【お問い合わせ先】 

<研究に関すること> 

広島大学大学院医系科学研究科 皮膚科 教授 秀 道広 

Tel：082-257-5235 

E-mail：ed1h-w1de-road@hiroshima-u.ac.jp 

 

<広報に関すること> 

広島大学財務・総務室広報部広報グループ 

Tel：082-424-3701 

E-mail：koho@office.hiroshima-u.ac.jp  
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